
ー様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)

(第1面)

特別管理産業廃棄物処理計画書

去年j月与5日

スZ対え殿
o 

電話番号 oqヂ:1-クユーヰμlD
廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

l事業場の名称 間以警階段曳中執11主
事業場の所在地 浴用保え街宋市自主戸'ltJi;益企lJjg?去
言十 画 期 間 令手P3JF千司 If.1 ~々来ヂ年3(~31弓
当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事業の種類 J主:系主
②事業の規模 ぷ弘j /不ムー

cr 従業員数 O(i(j. j."フ

庵予防祈→紛が~唆一刈サヤイ
④特別管理産業廃棄物 (ザズイι〉
の一連の処理の工程

(日本産業規格 A列4番)



(第2面)

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

特別管理産業廃棄物管理者 (法人施設課)

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

[前年度(・令和2年度)実績]

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 3%減

1J~ 出 量 53.820t t 

①現状 (これまでに実施した取組)

院内分別の徹底を行った。特に感染性廃棄物と非感染性の分別の徹底

を重要項目として取り組んだ

さらに、古紙、ダンボール、アルミ缶などの再利用可能な資源ゴミの

分別にも取り組んだ。又医療従事者の研修会の実施も定期的に行なっ

た

[目標]感染性廃棄物排出量3%減

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排 出 量 52.205t t 

②計画 (今後実施する予定の取組)

院内分別の更なる徹底

医療従事者の定期的な研修会の実施・継続

最良の分別方法の模索

(法令マニュアルを遵守し感染性廃棄物に該当するか否かの

判断基準能力の向上)

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

①現状 感染性廃棄物(鋭利な物、血液付着の物、固形物)は全て

バイオハザードマーク入りプラスティック容器を使用

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画 現状維持



(第3面)

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

[前年度( 之 年度)実績]

特別管理産業廃棄物の種類 |感弟ft暴動ゐ
自ら再生利用を行った 。 t t 

①現状
特別管理産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

なレ

[目標]

特別管理産業廃棄物の種類 手きヲミ，1主反主務令
自ら再生利用を行う 。t t 

②計画
特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

i専制緩穀幻自舟E利用1Jtl~ 苦聖心耐
白内再主利用~ß;ぷ必要ゥ府

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

[前年度( ユ年度)実績]

特別管理産業廃棄物の種類 勝 Jl'握手約
自ら熱回収を行った

t t 
特別管理産業廃棄物の量

。
①現状

自ら中間処理により減量した D t t 
特別管理産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

守レ

[目標]

特別管理産業廃棄物の種類 建費十町孝之素め
自ら熱回収を行う 。t t 
特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する，
②計画 特別管理産業廃棄物の量

。t t 

(今後実施する予定の取組)

色の寸話]X.Jf~jtう予定1持、 1 。



(第4面)

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

[前年度( 之年度)実績]

特別管理産業廃棄物の種類 jき弟U房柔才。
自ら埋立処分

①現状
を行 つ た 。t t 
特別管理産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

与し
[目標]

特別管理産業廃棄物の種類 事さ努!宝メ主務ゐ
自ら埋立処分

を 行 フ D t 土
②計画 特別管理産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

白巧《す$岡7占地JFWEF?1?1 ク高岳防ぐ符フて教務弱体主)

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

[前年度( 二之 年度)実績]

特別管理産業廃棄物の種類 港署~;fW@集約
全処理委託量 寸'.::5，金斗-D t t 

優良認定処理業者への
D 処理委託量
t t 

再生利用業者への
J百、 ~.20 t 処理委託量

t 

①現状
認定熱回収業者への

t t 
処理委託量 D 
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への ρ t t 
処理委託量

(これまでに実施した取組)

全線)1切れ鍛しれ忠勝行)ffo7務l亡

名品取マ部，)す航機御帳騨悲喜

遁正.(f:，0 T? f-(_~骸之ニ7i7(' C\JÎ昂的安1fT 守〕



(第5面)

[目標]

特別管理産業廃棄物の種類 桝f'~発動
全処理委託量 l~とみ .:w~ t t 

優良認定処理業者への 。t t 
処理委託量

再生利用業者への
心2、.:J_ott t 

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量 D t t 

②計画
認定熱回収業者抑トの

熱回収を行う業者への D t t 

処理委託量

(今後実施する予定の取組)

。最ト分~'/忌互の核雪ミ
[前年度( 三と 年度)実績]

特別管理産業廃棄物

排 出 量 S-d、炉。 t 
(刺塩化ピ7ェニル廃棄効撒く.) 

電子情報処理組織の使用

に関する事項 (今後実施する予定の取組等)

雪きれたスト 1けとに進芹i

※事務処理欄



(第6面)

備考

l 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとにl枚作成すること。

2 当該年度の6月30日までに提出すること。

3 r当該事業場において現に行っている事業に関する事項Jの欄は、以下に従って記入すること。
(1)①欄には、日:判票準産業分類の区分を記入すること。

(2) cg;欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績)、建設業の場合における元請完成

工事高(前年度実績)、医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ

と。

4 r自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種
類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産

業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及

び取組を記入すること。

5 r自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄鈎の種
類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄

物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 r特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと
に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃

に関する法律施行令(以下「令」という。)第6条の14第2号に該当する者)への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の3の3第1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設

置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取

組を記入すること。

7 r電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量
(ポリ塩化ピフェニノレ廃棄物(令第2条の4第5号イからハまでに掲げるものをいうロ)を除く。)

を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する

取組等(情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第8条の31の4に該当するときは、その旨及び理由を含む。)について記入すること。

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業

廃棄物の種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該

欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな

いときは、 r-Jを記入すること。

白 ※欄は記入しないこと。


